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と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う

自然と親しもう！「県民みどりの祭典」（津幡町）

津
幡
町
で
開
催
さ
れ
る
「
県
民
み
ど

り
の
祭
典
」
は
四
月
二
十
九
日
の
「
み

ど
り
の
日
」
に
県
民
そ
ろ
っ
て
緑
に
親

し
み
、
緑
化
運
動
を
進
め
る
た
め
に
行

わ
れ
る
も
の
で
す
。

石
川
県
森
林
公
園
の
緑
化
の
広
場

で
、
木
の
家
、
住
宅
の
健
康
に
関
す
る

「
木
と
住
ま
い
・
健
康
ふ
れ
あ
い
」
コ

ー
ナ
ー
や
、
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

と
春
の
森
を
散
歩
し
、
自
然
を
学
ぶ

「
こ
ど
も
樹
木
博
士
に
挑
戦
Y
」
コ
ー

ナ
ー
等
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
野
点
（
の
だ
て
）
や
森
の
幸
で
い

っ
ぱ
い
の
「
も
り
も
り
鍋
」
を
無
料
で

楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

会
場
で
は
園
内
駐
車
場
を
無
料
で
解

放
し
て
い
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

£知事と青年部・女性部が懇談 ……（２）

£14年度小規模企業対策予算案決まる …（３）

£中小企業景況調査（10～12月）…（４）

£石川県金融円滑化融資制度の創設 …（５）

£地域産業・雇用対策プログラム策定…（６）

£企業再生支援特別相談会を開催 …（７）

£探訪「チャレンジ企業」

光興業（株）：津幡町 …………………（８）
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懇
談
会
で
は
最
初
に
谷
本
知
事

が
「
今
後
の
県
政
の
重
点
課
題
」

と
題
し
、
中
小
企
業
対
策
、
観
光

振
興
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

講
演
の
中
で
知
事
は
、
中
小
企

業
対
策
と
し
て
金
融
支
援
、
雇
用

対
策
な
ど
を
上
げ
「
昨
年
か
ら
発

動
し
た
中
小
企
業
再
生
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
有
効
に
活
用
頂
き
、
融

資
の
面
か
ら
中
小
企
業
者
を
積
極

的
に
支
援
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の

創
出
に
つ
い
て
は
、「
鶴
来
町
で

の
高
齢
者
向
け
宅
配
サ
ー
ビ
ス
業

な
ど
地
域
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
に
は

大
い
に
期
待
し
た
い
」
と
述
べ
、

地
元
の
雇
用
創
出
に
繋
が
る
こ
と

を
期
待
し
た
。

観
光
振
興
策
と
し
て
、
大
河
ド

ラ
マ
の
波
及
効
果
に
も
触
れ
、

「
日
銀
金
沢
支
店
が
試
算
し
た
額

は
約
三
六
〇
億
円
。
県
民
総
生
産

の
一
％
に
匹
敵
す
る
。
観
光
客
誘

致
の
仕
掛
け
作
り
は
行
う
が
、
皆

さ
ん
も
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、
チ

ャ
ン
ス
を
つ
か
む
工
夫
を
し
て
欲

し
い
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、
青
年
部
・
女
性
部
に

期
待
す
る
こ
と
と
し
て
「
日
本
の

シ
ェ
ア
が
、
ト
ッ
プ
の
企
業
が
石

川
県
に
は
四
〇
社
近
く
あ
る
。
こ

れ
は
東
京
、
大
阪
に
つ
い
で
三
番

目
で
あ
り
、
創
意
工
夫
に
富
ん
だ

企
業
が
県
内
に
は
数
多
く
あ
る
と

い
う
こ
と
。
今
後
の
県
内
産
業
を

支
え
る
皆
さ
ん
の
若
い
力
に
期
待

し
た
い
」
と
述
べ
た
。

な
お
、
谷
本
知
事
の
講
演
終
了

後
の
懇
談
で
は
、
青
年
部
か
ら
十

一
月
に
開
催
す
る
商
工
会
青
年
部

全
国
大
会
に
つ
い
て
の
支
援
、
協

力
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
「
全
国

か
ら
の
参
加
者
三
千
人
の
皆
さ
ん

に
は
、
大
会
期
日
の
前
後
に
石
川

県
を
ゆ
っ
く
り
滞
在
し
て
も
ら
い

観
光
で
き
る
よ
う
な
工
夫
、
仕
掛

け
を
青
年
部
が
行
い
、
石
川
県
を

大
い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
欲
し
い
」
と
述

べ
た
。

な
お
、
懇
談
会
終
了
後
、
三
菱

総
合
研
修
所
顧
問
、
日
本
大
学
商

学
部
教
授
の
佐
藤
公
久
氏
よ
り

「
今
年
の
景
気
と
企
業
革
新
」
の

テ
ー
マ
で
研
修
会
を
開
催
し
、
日

本
経
済
の
見
通
し
、
企
業
の
生
き

残
り
策
な
ど
を
講
演
頂
い
た
。

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
と
女
性
部
連
合
会
は
去
る
一
月
三
十
一

日
、
金
沢
全
日
空
ホ
テ
ル
で
谷
本
知
事
と
「
青
年
部
・
女
性
部
と
の

新
春
懇
談
会
」
を
開
催
し
た
。
懇
談
会
に
は
、
青
年
部
、
女
性
部
の

リ
ー
ダ
ー
一
八
〇
名
が
参
加
し
、
中
小
企
業
対
策
な
ど
に
つ
い
て
谷

本
知
事
と
懇
談
し
た
。
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県
連
合
会
で
は
、
一
月
二
十
二

日
、
県
連
合
会
研
修
室
で
「
訪
問

介
護
員
養
成
研
修
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
養
成
研
修
二
級
課
程
）」
の

閉
講
式
を
開
催
し
た
。

こ
の
研
修
は
、
高
齢
者
の
増
大

か
つ
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
適
切
な
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
提
供
と
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ

ス
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、

必
要
な
知
識
と
技
術
を
養
う
事
を

目
的
と
し
て
、
開
講
し
た
。

研
修
に
は
、
県
内
商
工
会
地
域

の
女
性
部
員
を
中
心
に
六
商
工
会

十
名
が
参
加
、
訪
問
介
護
員
二
級

の
資
格
取
得
を
め
ざ
し
、
八
月
二

十
四
日
の
開
講
式
を
皮
切
り
に
、

講
義
（
五
十
八
時
間
）
、
実
習

（
三
十
時
間
）、
実
技
講
習
（
四
十

二
時
間
）
の
合
計
百
三
十
時
間
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
受
講
、
一
人
の

落
伍
者
も
出
さ
ず
に
閉
講
式
を
迎

え
た
。

閉
講
式
で
は
、
大
塚
忠
寿
専
務

理
事
及
び
南
洋
子
県
女
性
部
連
合

会
長
が
、
挨
拶
を
行
い
、
百
三
十

時
間
に
わ
た
る
受
講
の
労
を
ね
ぎ

ら
う
と
と
も
に
、「
今
後
ま
す
ま

す
増
加
が
、
予
想
さ
れ
る
高
齢
者

社
会
に
対
し
、
研
修
で
培
わ
れ
た

知
識
や
技
術
を
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
十
分
に
発
揮
さ
れ
、
ご
活
動
さ

れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。」
と
述
べ
た
。

つ
い
で
大
塚
専
務
理
事
か
ら
、

受
講
生
一
人
一
人
に
修
了
証
書
と

修
了
証
明
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

最
後
に
、
こ
の
研
修
を
受
講
し

て
感
じ
た
こ
と
、
こ
れ
か
ら
の
意

気
込
み
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
を
行

い
閉
講
式
を
終
了
し
た
。

受受受受
講講講講
者者者者
のののの
声声声声

・
母
が
十
年
前
か
ら
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
を
患
い
、
介
護
の
手
助
け
に

と
ヘ
ル
パ
ー
の
養
成
研
修
を
受
講

し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
介
護
の

仕
事
に
つ
き
た
い
。（
林
一
二
三

さ
ん
）

・
介
護
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加

し
た
が
、
介
護
保
険
料
は
所
得
に

よ
り
納
め
ら
れ
る
が
、
介
護
度
の

判
定
、
介
護
の
一
律
（
身
体
介
護
、

家
事
援
助
）
な
ど
矛
盾
が
感
じ
ら

れ
た
。（
高
橋
豊
美
さ
ん
）

ホ
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研
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月
に
か
け
て
も
同
様
な
規
模
で
開

催
し
た
が
、
今
回
は
そ
の
経
験
を

踏
ま
え
、
受
講
者
が
実
際
の
創
業

に
結
び
つ
く
よ
う
な
、
よ
り
実
践

的
な
研
修
を
す
る
べ
く
、
研
修
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
講
義
の
内
容
を

一
新
し
、
新
た
な
構
想
に
基
づ
く

講
座
を
心
掛
け
た
。

研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
一
講

座
三
時
間
、
合
計
五
日
間
十
講
座

と
し
、
新
規
開
業
の
た
め
の
基
礎

知
識
的
講
義
の
ほ
か
、
創
業
経
営

者
の
体
験
講
演
や
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ

ン
作
成
の
実
習
講
座
等
も
設
け
、

多
角
的
な
面
か
ら
創
業
ノ
ウ
ハ
ウ

を
修
得
出
来
る
よ
う
配
慮
し
た
。

講
師
に
は
、
中
京
（
名
古
屋
）

地
域
で
広
く
活
躍
中
の
1
モ
ア
経

営
研
究
所
の
日
野
眞
明
氏
に
主
任

講
師
を
委
嘱
し
た
ほ
か
、
各
講

座
・
テ
ー
マ
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
専
門

講
師
を
委
嘱
し
た
。

二
月
十
六
日
の
第
一
回
研
修
に

は
三
十
五
名
が
参
加
し
熱
心
に
受

講
し
た
。

今
後
は
、
今
回
の
研
修
で
の
成

果
を
踏
ま
え
、
受
講
者
が
策
定
し

た
実
際
の
創

業
プ
ラ
ン
を

基
に
し
て
、

開
業
へ
の
準

備
や
行
動
を

開
始
さ
れ
る

方
々
に
対
す

る
支
援
や
指

導
を
す
す
め

る
予
定
で
あ

る
。

営
革
新
等
に
関
す
る
講
習
会
の
開

催
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

①
　
経
営
指
導
の
質
の
向
上

経
営
指
導
員
に
対
す
る
経
営
革

新
支
援
研
修
を
新
た
に
実
施
し
ま

す
。経

営
指
導
員
が
中
小
企
業
大
学

校
の
中
小
企
業
診
断
士
養
成
コ
ー

ス
に
参
加
す
る
た
め
の
派
遣
費
用

を
倍
増
し
ま
す
。

②
　
エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク
事
業

の
充
実

小
規
模
事
業
者
等
の
要
請
に
応

じ
、
県
連
合
会
広
域
指
導
セ
ン
タ

ー
に
登
録
さ
れ
て
い
る
専
門
家
等

の
な
か
か
ら
、
適
切
と
認
め
ら
れ

る
者
（
エ
キ
ス
パ
ー
ト
）
を
小
規

模
事
業
者
の
経
営
の
現
場
に
直
接

派
遣
す
る
事
業
が
拡
充
さ
れ
ま

す
。そ

の
他
、
小
規
模
企
業
の
Ｉ
Ｔ

へ
の
取
り
組
み
促
進
、
地
域
経
済

の
活
性
化
・
広
域
的
な
事
業
体
制

の
実
施
、
商
工
会
合
併
の
環
境
整

備
等
が
拡
充
さ
れ
ま
す
。
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
「
利
家
と
ま

つ
―
加
賀
百
万
石

物
語
―
」
が
好
評

の
よ
う
だ
。

一
月
六
日
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
が
、

出
演
者
も
若
手
、

ベ
テ
ラ
ン
を
う
ま

く
配
し
て
お
り
、

ド
ラ
マ
の
展
開
も

少
し
早
い
か
な
と

思
わ
れ
る
く
ら
い
テ
ン
ポ
が
良
い
。

難
を
言
え
ば
、
登
場
人
物
が
多
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
繋
が
り
が
分
か
り
に
く

い
か
な
あ
と
い
う
思
い
が
す
る
。

大
河
ド
ラ
マ
は
、こ
れ
ま
で
信
長
、

秀
吉
、
家
康
と
い
っ
た
時
代
の
ト
ッ

プ
リ
ー
ダ
ー
が
中
心
で
あ
り
、
比
較

的
筋
立
て
も
分
か
り
易
か
っ
た
が
、

前
田
利
家
の
場
合
は
、
利
家
の
上
に

信
長
や
秀
吉
や
家
康
と
い
っ
た
人
物

が
お
り
、
さ
ら
に
は
利
家
の
先
輩
、

同
僚
な
ど
が
幾
重
に
も
絡
ん
で
く
る

の
で
、
余
計
に
複
雑
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
、
第
一
回
か
ら
見
て
い
る

と
、「
ま
つ
」
の
存
在
感
が
大
変
大

き
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

こ
れ
も
従
来
の
大
河
ド
ラ
マ
に
は

な
い
極
め
て
現
代
的
と
で
も
言
え
る

シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
せ
い
か
。

こ
れ
ま
で
の
ド
ラ
マ
の
視
聴
率

は
、
地
元
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
県

内
で
は
極
め
て
高
い
よ
う
で
あ
る

が
、
こ
れ
は
一
年
余
に
亘
る
県
や
関

係
機
関
の
Ｐ
Ｒ
の
せ
い
も
あ
る
で
あ

ろ
う
。

問
題
は
、
全
国
的
な
視
聴
率
が
ど

う
か
で
あ
る
。

視
聴
率
を
調
査
す
る
大
手
の
ビ
デ

オ
リ
サ
ー
チ
社
の
デ
ー
タ
を
見
る

と
、
関
東
地
区
で
は
、
一
月
六
日
二

六
・
一
％
、
一
月
十
三
日
二
五
・

一
％
、
一
月
二
十
日
二
七
・
六
％
、

一
月
二
十
七
日
二
七
・
五
％
、
二
月

三
日
二
三
・
六
％
、
二
月
十
日
二

二
・
八
％
、
二
月
十
七
日
二
三
・

三
％
と
な
っ
て
お
り
、
今
の
と
こ
ろ

前
年
の
北
条
時
宗
、
そ
の
前
の
葵
徳

川
三
代
（
い
ず
れ
も
年
平
均
視
聴
率

十
八
・
五
％
）
に
比
べ
て
す
べ
り
出

し
は
い
い
よ
う
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
過
去
四
十
回
の
大
河

ド
ラ
マ
の
中
で
最
も
高
い
視
聴
率
を

上
げ
た
の
は
、
昭
和
六
十
二
年
の
独

眼
竜
正
宗
（
年
平
均
視
聴
率
三
九
・

七
％
）
で
あ
り
、
そ
の
後
武
田
信
玄

（
昭
和
六
十
三
年
、同
三
九
・
二
％
）、

春
日
局
（
昭
和
六
十
四
年
〜
平
成
元

年
、
同
三
二
・
四
％
）
と
高
視
聴
率

が
続
い
た
。

こ
の
頃
は
景
気
も
良
く
な
り
、
経

済
も
社
会
も
比
較
的
安
定
し
て
い
た

時
代
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
そ
れ
以

降
平
成
八
年
の
「
秀
吉
」
を
除
い
て

三
十
％
を
超
え
る
こ
と
は
な
い
。

「
利
家
と
ま
つ
」
は
、
デ
フ
レ
経
済

の
真
っ
た
だ
中
で
あ
り
、
全
国
的
な

消
費
低
迷
が
続
い
て
い
る
中
で
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
が
、
北
陸
に
と
っ
て

は
ま
た
と
な
い
追
い
風
だ
。

日
銀
金
沢
支
店
は
、
ド
ラ
マ
の
経

済
波
及
効
果
を
三
百
五
十
五
億
円
と

み
て
い
る
が
、
石
川
県
に
と
っ
て
は

景
気
低
迷
の
折
、
大
変
嬉
し
い
話
で

あ
る
。

そ
れ
だ
け
全
国
か
ら
人
が
集
ま

り
、
関
連
商
品
が
動
き
、
消
費
も
増

え
る
。
さ
ら
に
石
川
や
金
沢
の
文
化

の
発
信
も
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ

れ
ば
な
お
の
こ
と
期
待
が
膨
ら
む
。

こ
れ
も
こ
の
一
年
が
勝
負
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
視
聴
率
が
引
き
続

き
高
位
安
定
を
保
っ
て
い
く
こ
と
を

願
う
。

（
石
川
県
商
工
会
連
合
会

専
務
理
事
　
大
塚
忠
寿
　
記
）

平
成
十
四
年
度
小
規
模
企
業
対

策
関
係
予
算
案
が
決
ま
り
、
創

業
・
経
営
革
新
支
援
策
の
充
実
、

経
営
支
援
体
制
の
充
実
な
ど
が
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。

①
　
創
業
等
を
担
う
人
材
育
成
対

策
の
充
実

地
域
の
実
情
等
を
踏
ま
え
た
テ

ー
マ
を
選
定
し
、
小
人
数
の
講
座

を
実
施
し
、
参
加
者
に
密
着
し
た

形
で
創
業
・
経
営
革
新
へ
の
取
り

組
み
に
向
け
た
具
体
的
課
題
解
決

を
支
援
し
ま
す
。
な
お
、
各
テ
ー

マ
に
応
じ
た
専
門
家
や
創
業
経
験

者
・
経
営
革
新
を
実
施
し
た
企
業

経
営
者
等
を
講
師
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

②
　
創
業
塾
の
開
催

創
業
に
向
け
て
具
体
的
な
ア
ク

創
業
創
業
、
経
営
革
新
に
重
点

経
営
革
新
に
重
点�
創
業
創
業
、
経
営
革
新
に
重
点

経
営
革
新
に
重
点�
創
業
、
経
営
革
新
に
重
点�

〜
十
四
年
度
の
小
規
模
企
業
対
策
予
算
〜

〜
十
四
年
度
の
小
規
模
企
業
対
策
予
算
〜�

〜
十
四
年
度
の
小
規
模
企
業
対
策
予
算
〜�

創
業
・
経
営
革
新
支
援
策
の
充
実

経
営
支
援
体
制
の
充
実

シ
ョ
ン
を
起
こ
そ
う
と
す
る
者
を

対
象
に
、
経
営
戦
略
（
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
）
を
完
成
さ
せ
、
創
業
に

必
要
な
実
践
的
能
力
を
修
得
さ
せ

る
短
期
集
中
研
修
（
創
業
塾
）
を

行
い
ま
す
。

③
　
地
域
中
小
企
業
支
援
セ
ン
タ

ー
地
域
の
身
近
な
支
援
拠
点
と
し

て
設
置
す
る
地
域
中
小
企
業
支
援

セ
ン
タ
ー
が
行
う
創
業
・
経
営
革

新
支
援
に
関
す
る
相
談
に
対
す
る

助
言
、
企
業
経
営
を
行
っ
て
い
く

う
え
で
の
重
要
な
課
題
に
対
す
る

専
門
家
に
よ
る
助
言
、
創
業
や
経

県
連
合
会
で
は
、
二
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
週
末
の
土

曜
日
を
利
用
し
て
、
新
規
創
業
に

向
け
て
具
体
的
な
実
践
知
識
を
習

得
す
る
た
め
の
「
短
期
集
中
研

修
・
創
業
塾
」を
開
催
し
て
い
る
。

創
業
塾
は
昨
年
の
八
月
か
ら
九
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景況はサービス業を�
中心に更に悪化�

中小企業景況調査（10～12月期）�

　
県
下
商
工
会
地
域
に
お
け
る
昨

年
十
〜
十
二
月
期
の
景
況
を
「
産

業
全
体
」
で
み
る
と
、
売
上
・
採

算
・
資
金
繰
り
の
三
指
標
と
も
全

て
悪
化
し
、
売
上
・
採
算
は
、
と

も
に
マ
イ
ナ
ス
五
八
・
三
、
資
金

繰
り
は
、
マ
イ
ナ
ス
三
八
・
一
と

近
来
に
な
い
低
い
数
値
を
示
す
に

至
っ
た
。�

　
こ
れ
を
業
種
別

に
見
る
と
「
売

上
」
で
は
建
設
業

は
大
幅
に
改
善
さ

れ
、
製
造
業
も
わ

ず
か
な
が
ら
改
善

さ
れ
た
が
サ
ー
ビ

ス
業
は
大
き
く
落

ち
込
ん
だ
。
「
採

算
」
は
、
全
業
種

と
も
悪
化
し
た

が
、
特
に
サ
ー
ビ

ス
業
の
悪
化
が
大

き
か
っ
た
。
「
資

金
繰
り
」
は
、
小
売
業
で
は
、
改

善
さ
れ
た
が
他
は
全
て
悪
化
し
、

こ
こ
で
も
サ
ー
ビ
ス
業
の
悪
化
は

大
き
か
っ
た
。
今
期
は
三
指
標
を

通
じ
て
サ
ー
ビ
ス
業
の
不
振
が
目

立
つ
。
来
期
は
「
売
上
」
で
は
、

製
造
業
は
改
善
さ
れ
る
が
、
他
は

全
て
悪
化
す
る
。「
採
算
」
で
は
、

横
這
い
の
サ
ー
ビ
ス
業
を
除
い
て
、

他
は
逆
に
改
善
さ
れ
る
。「
資
金

繰
り
」
は
、
製
造
業
は
横
這
い
だ

が
他
は
全
て
悪
化
し
、
全
体
で
は

売
上
・
採
算
は
四
・
六
ポ
イ
ン
ト

の
改
善
、
資
金
繰
り
は
四
・
八
ポ

イ
ン
ト
の
悪
化
と
予
想
さ
れ
て
い

る
。
来
期
は
、
資
金
繰
り
の
動
向

か
ら
目
を
離
せ
な
い
。�

　
Ｄ
・
Ｉ
＝
企
業
経
営
者
の
景
気

の
見
通
し
を
表
す
指
標
と
し
て
利

用
さ
れ
る
。
算
出
方
法
は
、
売
上

高
（
生
産
高
・
工
事
高
）
の
増
加

企
業
割
合
か
ら
減
少
企
業
割
合
を

差
し
引
き
し
た
も
の
で
あ
り
、
Ｄ
・

Ｉ
が
プ
ラ
ス
な
ら
強
気
（
楽
観
）、

マ
イ
ナ
ス
な
ら
弱
気
（
悲
観
）、

プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
同
数
の
場
合

は
Ｄ
・
Ｉ
は
０
と
な
る
。
こ
こ
で

の
割
合
は
回
収
企
業
に
対
す
る
回

答
割
合
。�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

12年�
10～12月期�

�

13年�
1～3月期�

�

4～6月期�
�

7～9月期�10～12月期� 14年�
1～3月期（予想）�

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�

採算（経常利益）� 50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

12年�
10～12月期�

�

13年�
1～3月期�

�

4～6月期�
�

7～9月期�10～12月期� 14年�
1～3月期（予想）�

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�

売上額（完成工事額）�

50�
40�
30�
20�
10�
0�

-10�
-20�
-30�
-40�
-50�
-60�
-70�
-80�
-90

D・I

12年�
10～12月期�

�

13年�
1～3月期�

�

4～6月期�
�

7～9月期�10～12月期� 14年�
1～3月期（予想）�

�

サービス業�
小 売 業�
建 設 業�
製 造 業�

資 金 繰 り�

お勧めします　備えて安心　充実保障の中小企業共済�お勧めします　備えて安心　充実保障の中小企業共済�お勧めします　備えて安心　充実保障の中小企業共済�
◎「傷害共済制度」の内容と特色�

¡国内での仕事中及び日常生活のあらゆる場面のケガに適用できます。疾病死亡の際にも保障されます。�
¡診療開始１日目から適用でき、180日間保障します。（免責日はありません）�
¡従業員の福利厚生用の「傷害共済Ⅰ型」、及び「傷害共済Ⅱ型」、１口で契約者の家族全員を保障する「ファミリー傷害共済」があります。�

◎もう一つの備え「ハンドル共済」の内容と特色�
　¡人身事故での見舞金や弔慰金など保険の適用外の出費を契約者に直接お支払いする他に例のない見舞金制度です。�

備　　　　考�

¡Ⅰ型及びⅡ型は被共済者の重
複加入はできません。�

¡ファミリー共済は個人の加入
のみです。（法人の加入は
できません）�

¡柔道整復師での通院は共済金
支払の制限をすることがあ
ります。�

ファミリー傷害共済�傷害共済Ⅱ型�傷害共済Ⅰ型�共　済　金　等�
月 額 掛 金（１口）�

死亡共済金　交通事故�
　　　　　　上記以外�

500万円�
400万円�
150万円�

本 人�
配偶者�
親 族�

5,000円�
4,000円�
3,000円�

本 人�
配偶者�
親 族�

3,000円�
2,500円�
1,700円�

本 人�
配偶者�
親 族�

4,200円�
3,400円�
2,500円�

本 人�
配偶者�
親 族�

25万円�本人のみ�

入　　院　　日　　額�

通　　院　　日　　額�

往　　診　　１　　回�

疾病死亡（死亡弔慰金）�

500万円�
300万円�

9,500円�

4,000円�

8,000円�

50万円�

2,000円�

100万円�
60万円�

4,700円�

3,000円�

4,000円�

25万円�

1,000円� 3,000円�

ハンドル共済の主な保障内容等�

掛金（年払いのみ）�

死 亡 共 済 金�

医療共済金�
入 院 �

通 院 �

事故の日から180日以内の死亡�

実入通院を受けた日数365日を限度�

※１事故について、被傷害者が複数の場合は入通院を通じて１日最高12,000円を限度�

11,000円�

27,000円�

11,000円�

5,500円�

17,000円�

5,500円�

自 家 用 乗 用 自 動 車 �

自家用普通貨物自動車（２t超）�

自 家 用 小 型 貨 物 自 動 車 �

300万円�

3，000円×日数�

1，500円×日数�

自 家 用 軽 乗 用 自 動 車 �

　自家用普通貨物自動車（２t以下）�

自 家 用 軽 貨 物 自 動 車 �

● 詳しくは石川県中小企業共済協同組合へ　☎　076－268－7300（石川県商工会連合会内）�
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今
、
商
業
界
で
は
、
そ
ご

う
・
マ
イ
カ
ル
・
長
崎
屋
等

の
大
手
を
は
じ
め
と
し
て
、

地
方
の
中
堅
ス
ー
パ
ー
に
至

る
ま
で
、
多
数
の
企
業
が
破

綻
し
、
ま
た
、
破
綻
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。「
売
れ
な
い

こ
と
」
が
根
底
に
あ
る
の
だ

が
、
そ
の
理
由
を
全
て
不
況

の
せ
い
に
し
、
そ
れ

で
「
原
因
を
解
明
し
た
」
と
す

る
論
調
が
多
い
の
は
、
い
さ
さ

か
気
に
か
か
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

不
況
下
と
い
え
ど
も
、
消
費
者
は
生

活
を
続
け
て
い
て
、
そ
の
消
費
に
よ
っ

て
好
調
な
業
績
を
あ
げ
て
い
る
多
数
の

企
業
が
存
在
す
る
こ
と
も
、
ま
た
事
実

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
売
れ
な
い
真
の

理
由
」
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

一
言
で
言
え
ば
、「
消
費
者
が
魅
力
を

感
ず
る
商
品
が
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
。
商
業
者
は
、
自
ら
の
役
割
を

「
効
率
的
に
生
産
さ
れ
た
製
品
を
、
同

じ
く
効
率
的
に
消
費
者
に
届
け
る
こ
と

に
あ
る
」
と
し
て
、
効
率
的
な
配
分
だ

け
を
考
え
、
そ
れ
で
「
事
足
れ
り
」
と

し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
商

業
の
こ
と
を
時
に
「
流
通
業
」
と
呼
ぶ

の
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
言
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
「
製
品
」
と
「
商

品
」
を
混
同
す
る
の
も
同
じ
理
由
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。（
工
場
で
作
ら
れ
た

「
製
品
」
は
、
消
費
者
始
発
の
視
点
が

加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

「
商
品
」
へ
と
進
化
す
る
）

多
く
の
商
店
主
は
、
効
率
的
に
生
産

さ
れ
た
少
品
種
多
量
生
産
の
定
番
品

を
、
店
頭
に
並
べ
る
こ
と
で
満
足
し
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
で
は
、
真
の
商
業

者
と
は
い
え
な
い
。
明
確
に
顧
客
の
側

に
立
ち
、
顧
客
が
望
む
モ
ノ
（
生
活
防

衛
型
商
品
は
既
に
飽
和
感
が
あ
る
。
生

活
向
上
型
商
品
に
取
り
組
む
べ
き
）を
、

望
む
と
き
に
望
む
形
で
提
供
す
る
。
言

い
か
え
れ
ば
、
顧
客
が
発
信
す
る
情
報

を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
そ
の
情
報

に
基
づ
い
て
商
品
を
集
め
、
最
も
便
利

な
形（
商
品
本
位
の
業
種
店
で
は
な
く
、

生
活
主
体
の
業
態
店
へ
と
転
換
す

べ
き
）
で
顧
客
に
提
供
す
る
。
こ

れ
が
真
の
商
業
者
の
と
る
べ
き
道

で
あ
る
。「
企
業
満
足
」
即
ち
「
顧
客

不
満
足
」
を
繰
り
返
し
な
が
ら
「
売
れ

な
い
、
売
れ
な
い
」
と
叫
ぶ
だ
け
で
は
、

事
態
は
全
く
改
善
さ
れ
な
い
と
言
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。

（
県
連
合
会
嘱
託
専
門
指
導
員

田
中
　
　
稔
）

顧
客
満
足
に
つ
い
て
考
え
る

経営一口講座
『破綻金融機関』から融資を受けている中小企業者の皆様へY『破綻金融機関』から融資を受けている中小企業者の皆様へY

石川県金融円滑化特別融資制度の創設�石川県金融円滑化特別融資制度の創設�石川県金融円滑化特別融資制度の創設�
　県では、取引先金融機関の破綻等により、事業
活動に必要な資金の調達に支障が生じている中小
企業者の金融の円滑化を図ることを目的に、石川
県金融円滑化特別融資制度を創設いたしました。�

●留意事項�
　事前に所在市町村（商工担当課）窓口にて、認
定書の交付を受けてください。その際、借入明細
書・借入償還表等、破綻金融機関との取引を確認
できるものをご持参ください。�

●融資条件�

資 金 使 途 �

融資限度額�

融 資 利 率 �

保 証 料 率 �

融 資 期 間 �

担 保 �

連帯保証人�

運転資金及び設備資金�

5,000万円�

1.85％（H14.2.1現在）�

0.7％（必須）�

７年以内（据置２年以内）�

原則として無担保�

取扱金融機関所定の扱い�

問い合わせ先�

石川県商工労働部経営支援課�
（TEL 076-223-9194）�

又は最寄りの商工会まで�

石川県最低賃金（地域）及び産業別最低賃金の改正のお知らせ�石川県最低賃金（地域）及び産業別最低賃金の改正のお知らせ�石川県最低賃金（地域）及び産業別最低賃金の改正のお知らせ�
石川県最低賃金（地域）日額 5,158円　時間額 645円�

　石川労働局では石川地方最低賃金審議会から答申を受け、平成13年10月１日から「石川県最低賃金」を現
在の日額5,123円から35円引き上げて日額5,158円に、時間額を４円引き上げて645円に改正されました。
また、特定産業の基幹労働者に適用される産業別最低賃金が平成13年12月26日から次のとおり改正されま
した。�

紡績、染色整理、網・網製造業�

洋食器・刃物・手道具・金物類製造業�

建設用・建築用金属製品製造業�

一般機械器具、発電用・送電用・配電用・産業用電気機械器具、金属素材製品、�

ボルト・ナット・リベット・小ねじ・木ねじ等、その他の金属製品製造業�

自動車・同附属品・自転車・同部分品製造業�

電気機械器具製造業�

百貨店（50人以上の各種商品小売業）�

5,537円�
6,102円�
5,406円�

6,188円
�

�

6,188円�
5,685円�
5,883円�

693円�
763円�
676円�

774円
�

�

774円�
711円�
736円�

詳細は、石川労働局賃金室「（076）265－4425」又は最寄りの労働基準監督署にお尋ね下さい。�



雇用情勢の改善にご協力をお願いしますY雇用情勢の改善にご協力をお願いしますY雇用情勢の改善にご協力をお願いしますY

これ以外にも様々な助成金があります。�

『地域産業・雇用対策プログラム』�『地域産業・雇用対策プログラム』�

　経済産業省と厚生労働省は、平成13年８月28日に、地域の雇用情勢の改善のため、「経済

産業・雇用対策プログラム」を策定しました。�

　この１月には完全失業率が5.6％となるなど、雇用情勢は一段と厳しくなっており、関係者

が協力して、急速に対策を講じていく必要があります。�

　地域において雇用の場を作り、求人企業と求職者のマッチングを促進していくため、事業主

の皆様にも積極的な御協力をお願いします。�

�

�

　商工会では、労務に関する様々なご相談を承っています。また、今後、就職情報の提供に

も積極的に取り組んでまいります。�

�

�

　平成13年10月１日から、雇用対策法が改正され、募集・採用時の年齢制限の緩和措置が

とられました。事業主の方は、募集・採用時には、以下のような例外を除いて年齢制限をか

けないように努力する義務があります。また、仕事の内容や必要な能力をできる限り明示す

るように努力する義務があります。�

○募集・採用時の年齢制限が認められる場合�

・長期勤続によるキャリア形成を行うために新規学卒者を採用する場合�

・体力・視力等の維持が業務に不可欠な場合等、10項目が定められています。�

これらに該当することを求職者に対して説明することが必要です。�

�

�

　事業主の方が、新たに労働者を雇い入れた場合、従業員に対して教育訓練を行った場合な

どには、各種助成金を御利用いただけます。�

　なお、以下の助成金については、平成13年10月１日から、公共職業安定所（ハローワーク）

に加え、民間職業紹介機関の紹介による雇い入れも対象になりました。�

○新規・成長分野雇用創出特別奨励金�

　ＩＴ、環境、医療、福祉など、今後の成長が見込まれる分野や中小企業創造活動促進法

の認定企業の事業主の方が、30歳以上60歳未満の非自発的離職者・公共職業訓練受講者

を雇い入れた場合には、雇い入れた労働者１人当たり70万円を支給します。なお、平成

13年10月１日から中小企業経営革新支援法の承認企業も対象になりました。�

○緊急雇用創出特別奨励金�

　平成13年７月の完全失業率が5.0％となったことを受け、事業主の方が、45歳以上60

歳未満の非自発的離職者・公共職業訓練受講者を雇い入れた場合には、雇い入れた労働者

１人当たり30万円を支給します。�

お問い合わせは、最寄りの商工会又は公共職業安定所（ハローワーク）へ�

これ以外にも様々な助成金があります。�

１．求人情報の積極的な提供を！�１．求人情報の積極的な提供を！�１．求人情報の積極的な提供を！�

３．雇用関連助成金の積極的な活用を！�

２．募集・採用時には年齢制限の撤廃を！�

３．雇用関連助成金の積極的な活用を！�

２．募集・採用時には年齢制限の撤廃を！�

３．雇用関連助成金の積極的な活用を！�

２．募集・採用時には年齢制限の撤廃を！�
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県
連
合
会
と
県
下
三
十
五
商
工

会
で
は
、
景
況
が
一
段
と
厳
し
く

な
り
、
企
業
業
績
の
悪
化
が
深
刻

化
し
て
い
る
県
内
中
小
企
業
者
の

企
業
再
生
支
援
を
目
的
に
、
一
月

二
十
三
日
開
催
の
内
浦
町
会
場
を

皮
切
り
に
二
月
六
日
の
野
々
市
町

会
場
ま
で
、
県
下
六
会
場
で
「
企

業
再
生
支
援
特
別
相
談
会
」
を
開

催
し
た
。

各
相
談
会
場
で
は
、
午
前
十
時

〜
午
後
四
時
ま
で
六
時
間
に
亘

り
、
金
融
を
中
心
と
す
る
経
営
、

金
融
・
保
証
、
法
律
な
ど
の
部
門

で
、
石
川
県
経
営
支
援
課
、
国
民

生
活
金
融
公
庫
、
石
川
県
信
用
保

証
協
会
の
担
当
者
並
び
に
商
工
会

連
合
会
が
委
嘱
す
る
顧
問
弁
護

士
、
商
工
調
停
士
、
嘱
託
専
門
指

導
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で

指
導
を
行
っ
た
。

相
談
指
導
の
結
果
は
、
全
体
で

は
四
十
五
企
業
か
ら
五
十
七
件
の

相
談
が
あ
り
、
中
で
も
金
融
・
保

証
に
対
す
る
相
談
が
最
も
多
く
二

十
七
件
の
四
七
・
四
％
と
な
っ
て

お
り
、
内
容
は
売
上
額
の
減
少
に

伴
う
既
往
借
入
金
の
返
済
条
件
の

変
更
あ
る
い
は
償
還
猶
予
、
借
入

金
の
一
本
化
な
ど
と
な
っ
て
い

る
。

企業再生支援特別相談会の会場別・内容別相談件数�

日　　　時�
会　　　場�

1月23日�
内浦町�

1月30日�
辰口町�

2月1日�
高松町�

2月4日�
鳥屋町�

2月5日�
羽咋市�

2月6日�
野々市町�

計�

相
談
内
容
別
件
数�

相 談 企 業 数�

法　　　律�

経　　　営�

金融・保証�

計�

15件�

15件�

27件�

57件�

45企業�

1件�

2件�

3件�

6件�

5企業�

0件�

0件�

5件�

5件�

5企業�

0件�

0件�

3件�

3件�

3企業�

4件�

3件�

3件�

10件�

6企業�

8件�

8件�

6件�

22件�

18企業�

2件�

2件�

7件�

11件�

8企業�

来
広
域
ス
タ
ン
プ
会
の
合
同
企
画

と
し
て
五
町
村
の
合
同
で
、ま
た
、

鳥
屋
町
、
鹿
島
町
、
鹿
西
町
で
は

三
町
合
同
で
行
わ
れ
た
。

対
前
年
売
上
高
は
、
増
減
の
回

答
が
あ
っ
た
二
十
二
地
域
の
内
、

「
増
加
」
が
二
地
域
で
昨
年
と
同

数
、「
横
ば
い
」
は
八
地
域
（
昨

年
調
査
七
地
域
）
に
増
加
、「
減

少
」
は
昨
年
調
査
の
十
六
地
域
か

ら
十
二
地
域
に
減
少
し
た
。

売
上
の
増
加
要
因
に
は
、「
参

加
店
数
の
増
加
」
や
「
売
出
し
期

間
の
長
期
化
」
が
挙
げ
ら
れ
、
減

少
要
因
と
し
て
は
、「
大
型
店
・

安
売
店
の
定
着
」「
競
合
店
の
増

加
」
に
よ
る
流
出
や
「
消
費
の
低

迷
」
と
い
っ
た
地
域
商
業
を
取
り

巻
く
環
境
の
悪
化
に
加
え
て
「
参

加
店
の
減
少
」
や
「
商
業
者
の
意

欲
の
低
下
」
を
挙
げ
る
地
域
も
あ

っ
た
。

そ
の
他
の
主
な
調
査
結
果
は
次

の
と
お
り

◆
大
売
出
し
の
期
間

一
企
画
当
た
り
の
平
均
期
間
は

昨
年
と
比
較
し
て
〇
・
六
日
短
縮

し
、
十
六
・
四
日
で
あ
っ
た
。

◆
抽
選
の
方
法

抽
選
方
法
は
、「
ス
タ
ン
プ
・

カ
ー
ド
で
抽
選
」
が
昨
年
よ
り
一

企
画
増
え
、九
企
画
と
最
も
多
く
、

次
い
で
「
買
上
金
額
で
抽
選
」
の

四
企
画
（
昨
年
調
査
五
企
画
）、

「
補
助
券
を
発
行
し
て
抽
選
」
の

三
企
画
（
昨
年
調
査
四
企
画
）
の

順
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
抽
選
を
行
わ
な
い
「
ポ

イ
ン
ト
・
ス
タ
ン
プ
○
倍
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
」
の
実
施
は
昨
年
同
様

七
企
画
で
あ
っ
た
。

◆
景
品
の
内
容
（
ト
ッ
プ
賞
）

抽
選
会
で
の
景
品
の
ト
ッ
プ
賞

は
「
商
品
券
、
ポ
イ
ン
ト
・
ス
タ

ン
プ
が
当
た
る
」
が
十
二
企
画
と

最
も
多
く
、「
温
泉
・
旅
行
等
招

待
」
は
昨
年
の
五
企
画
か
ら
三
企

画
に
減
少
し
て
い
る
。

◆
企
画
の
人
気

売
出
し
企
画
の
人
気
に
つ
い
て

は
、「
人
気
が
あ
っ
た
」
が
十
二

地
域
と
、
昨
年
の
七
地
域
か
ら
大

幅
に
増
加
し
て
お
り
、
厳
し
い
環

境
の
中
、
各
地
域
と
も
企
画
内
容

を
工
夫
し
、
努
力
し
て
い
る
姿
が

う
か
が
え
る
。

な
お
、
調
査
結
果
の
詳
細
と
各

地
域
で
作
成
さ
れ
た
チ
ラ
シ
は
、

各
商
工
会
に
備
え
ら
れ
て
お
り
ま

す
の
で
、
内
容
等
を
お
知
り
に
な

り
た
い
方
は
最
寄
り
の
商
工
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
連
合
会
が

実
施
し
た
県
下

商
工
会
地
域
の

平
成
十
三
年
度

年
末
・
年
始
大

売
出
し
の
調
査

結
果
が
こ
の
ほ

ど
ま
と
ま
っ

た
。調

査
結
果
に

よ
る
と
大
売
出

し
は
、
二
十
九

地
域
で
、
二
十

三
の
企
画
が
実

施
さ
れ
、
昨
年

と
比
較
し
て
、

実
施
市
町
村
、

企
画
数
と
も
に

二
件
減
少
し

た
。二

十
三
企
画

の
う
ち
、鶴
来
、

吉
野
谷
村
、
鳥

越
村
、尾
口
村
、

白
峰
村
で
は
鶴

次
い
で
、
法
律
、
経
営
が
と
も

に
十
五
件
の
二
六
・
三
％
と
な
っ

て
お
り
、
内
容
は
、
法
律
相
談
で

は
、
保
証
債
務
、
売
掛
金
の
回
収
、

経
営
相
談
で
は
、売
上
額
の
増
加
、

経
費
の
削
減
対
策
な
ど
経
営
計
画

の
見
直
し
の
相
談
が
多
く
な
っ
て

い
る
。

～平成13年度年末・年始大売出し～�～平成13年度年末・年始大売出し～�～平成13年度年末・年始大売出し～�



る
技
術
水
準
、生
産
水
準
を
見
極
め
、

そ
れ
に
冷
徹
に
対
応
す
る
。
更
に
は

大
幅
な
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
要
求
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
。
企
業
の
総
力
を
挙

げ
て
世
界
最
高
水
準
の
質
・
量
・
コ

ス
ト
を
達
成
し
、
自
社
の
受
注
基
盤

を
固
め
る
。
合
理
性
の
極
致
と
も
い

え
る
世
界
で
あ
る
。
エ
ピ
ソ
ー
ド
の

な
い
こ
と
が
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
と

も
言
え
る
だ
ろ
う
。

同
社
は
現
在
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
て
新
工
場
を
建
設
中
で
あ
る
。

業
績
好
調
時
に
こ
そ
、
新
し
い
分
野

に
取
り
組
み
新
し
い
市
場
を
開
拓
す

る
と
い
う
方
針
に
誤
り
は
な
い
。

同
社
の
前
途
は
洋
々
た
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

光
興
業
株
式
会
社

〒
九
二
九
―
〇
四
二
六

河
北
郡
津
幡
町
竹
橋
カ
八
六

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
七
六
―
二
八
八
―
一
一
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
七
六
―
二
八
八
―
一
二
二
八

た
。
昭
和
四
十
七
年
に
は
、
現
在
の

主
力
取
引
先
で
あ
る
ア
イ
シ
ン
精
機

グ
ル
ー
プ
と
の
取
引
も
始
ま
り
、
自

動
車
部
品
用
ア
ル
ミ
加
工
の
分
野
で

は
、
そ
の
高
い
技
術
力
に
よ
っ
て
全

国
に
広
く
そ
の
名
を
知
ら
れ
る
に
至

っ
た
。

二

新
製
品
開
発
の
発
想

同
社
は
、
自
動
車
業
界
の
一
員
と

し
て
、
今
次
不
況
下
に
あ
っ
て
も
、

当
然
と
い
え
ば
当
然
だ
が
順
調
に
売

上
を
伸
ば
し
て
き
た
。本
年
度
に
は
、

七
％
も
の
売
上
増
を
達
成
し
て
い

る
。
し
か
し
外
部
か
ら
は
順
調
に
見

え
て
も
、
当
事
者
に
と
っ
て
は
大
き

な
不
安
が
残
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の

一
つ
は
、
同
社
の
生
産
品
は
、
比
較

的
付
加
価
値
の
低
い
も
の
が
多
い
と

い
う
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
大
手
自

動
車
メ
ー
カ
ー
は
精
力
的
に
海
外
展

開
を
進
め
て
い
て
、
そ
の
分
だ
け
国

内
生
産
が
減
少
し
、
将
来
は
、
外
注

へ
の
発
注
分
が
半
減
す
る
か
も
し
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
二

つ
の
不
安
を
同
時
に
解
決
す
べ
く
同

社
が
取
り
組
ん
だ
の
が
ア
ル
ミ
素
材

を
利
用
し
た
自
動
車
以
外
に
も
使
用

可
能
な
精
密
加
工
品
即
ち
ヒ
ー
ト
シ

ン
ク
の
開
発
で
あ
る
。

一

合
理
化
を
極
限
ま
で

追
求
す
る
世
界

自
動
車
部
品
業
界
は
、
大
変
に
合

理
化
が
進
ん
だ
業
界
で
あ
る
。
特
に

カ
ン
バ
ン
方
式
に
代
表
さ
れ
る
生
産

シ
ス
テ
ム
の
優
秀
さ
は
他
に
そ
の
類

を
見
な
い
。
苦
境
に
立
つ
日
本
産
業

界
に
あ
っ
て
、
唯
一
健
闘
を
続
け
る

貴
重
な
存
在
で
も
あ
る
。

県
内
に
も
、
そ
の
一
員
と
し
て
、

売
上
、
利
益
を
大
幅
に
増
や
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
。
そ
れ
が
今
回
紹
介

す
る
津
幡
町
の
光
興
業
株
式
会
社
で

あ
る
。

同
社
は
昭
和
三
十
六
年
十
月
、
1

山
本
製
作
所
の
一
部
門
と
し
て
金
沢

市
浅
野
本
町
に
設
立
さ
れ
、
現
日
野

車
体
金
沢
工
場
の
指
導
を
受
け
て
、

バ
ス
用
ア
ル
ミ
窓
の
製
造
を
開
始
し
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
石
川
の
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
企
業
」
を
応
援
し
て
い
ま

す
。
取
材
を
希
望
さ
れ
る
方
は
最
寄

り
の
商
工
会
を
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

三

精
密
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク

加
工
へ
の
進
出

「
ヒ
ー
ト
シ
ン
ク
」
と
は
機
械
の

運
転
に
よ
り
、
内
部
に
た
ま
っ
た
熱

を
外
部
に
放
出
し
て
適
当
な
温
度
に

ま
で
下
げ
る
部
品
で
あ
る
。押
出
製
、

フ
ィ
ン
か
し
め
製
、
鋳
造
製
、
ダ
イ

カ
ス
ト
製
な
ど
が
あ
る
が
そ
れ
ぞ
れ

に
「
小
型
化
で
き
な
い
」「
一
定
量

以
上
を
生
産
し
な
い
と
採
算
が
と
れ

な
い
」「
充
分
な
熱
伝
導
性
を
得
ら

れ
な
い
」等
の
欠
点
が
つ
き
ま
と
う
。

こ
れ
を
切
削
加
工
に
切
り
換
え
れ

ば
、
フ
ィ
ン
を
薄
く
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
格
段
の
性
能
ア
ッ
プ
を
図
る
こ

と
が
で
き
、
そ
の
分
小
型
化
も
可
能

と
な
る
。
Ｏ
Ａ
機
器
や
家
電
製
品
へ

も
装
着
可
能
と
な
り
、
一
挙
に
市
場

が
拡
大
す
る
。

永
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
て
き
た

ア
ル
ミ
精
密
加
工
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

か
し
た
製
品
で
あ
り
、
予
定
通
り
量

産
化
で
き
れ
ば
、
同
社
の
将
来
は
、

非
常
に
明
る
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

四

堅
実
な
経
営
方
針

通
常
企
業
紹
介
と
言
え
ば
、
一
般

受
け
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
裏
話
と
い

っ
た
類
い
の
も
の
を
掲
載
す
る
こ
と

が
多
い
。
し
か
し
当
自
動
車
部
品
業

界
に
は
、
そ
の
手
の
話
は
存
在
し
な

い
。受

注
側
は
発
注
企
業
が
必
要
と
す

アルミの新製品開発に取り組む

光興業!

放熱性、小型化、コストダウン等の要件を満た
す切削加工によるアルミ製ヒートシンク
（写真はタバコと大きさを比較したもの）

代理店研修生募集�

まごころでサービス�

安田火災�

社長の山本等さん


